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け 便りん こ う

【お問い合わせ先】健康センター  ☎52-7154　メール：kenhuku@town.kumamoto-hikawa.lg.jp　保健師

※平成28年４～10月末までの受診率です

特定健診受診率

ひかりん

健康センター
52-7154

～1月31日まで近くの医療機関で受診ができます～
特定健診をまだ受けていない方！

特定健診の対象者は、「国保に加入されている40～74歳」の方です。

大きな病気の予防には、まずは健診を受けることがスタートです。
12月中旬にお届けしました受診券を医療機関に予約の上、お持ちください。
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氷川町の相談窓口※相談は無料です

熊本県の相談窓口

※電話またはメールで健康福祉課保健師
へ予約をお願いします。

☎52-7154（健康センター直通）
kenhuku@town.kumamoto-hikawa.lg.jp

◆メンタルヘルス相談
内　容：臨床心理士によるカウンセリング
日　時：毎月最終月曜14：00～17：00
場　所：健康センターまたは訪問
相談員：臨床心理士　井田博子

■精神的葛藤と苦悩に関する相談
　熊本いのちの電話   24時間 年中無休
　☎096-353-4343
■「今感じている不安な気持ち、つらいこと。

話してみませんか。」
　7月1日12：00から24時間無料受付
　熊本地震いのちの電話
　☎0120-87-4343（はなそう  しみじみ）

◆心療内科医師相談
内　容：受診したいがなかなか受診でき

ない方のために心療内科医が相
談を受けます

相談日：希望に合わせて医師と調整します
時　間：13：30～15：00
場　所：健康センターまたは訪問
相談員：荒木幹太 医師

（荒木医院／熊本労災病院心療内科医師）

♥♥ こころの健康コーナー

【お問い合わせ先】　氷川町役場　健康福祉課　保健師
　　　　　　　　　☎52-7154（健康センター）

　もやもやした気持ちを抱えて苦しいときは、それを「紙」に書いてみま
しょう。自分なりの言葉で書くことがいちばんですが、文章を書くのが苦手
なら、イラストやマンガ、あるいは意味のない「落書き」や「書きなぐり」で
も。要は頭の中で考えるだけでなく、実際に「手を動かす」ことが大切です。

　書くことの効果はおもに2つ。1つは今抱えている悩みと距離をとって客
観的に見られるようになること。その結果、あせりがやわらぐので、落ち着
いて物事を考えることができるようになります。
　もう一つは、それまでに思いつかなかった選択肢に、自分で気づけるよ
うになること。これは、書いた文章を読み直すことで得られる効果です。

　ノートに手書きするのが面倒なら、携帯やパソコンを使ってもかまいま
せん。人に見せないことを前提に、自分の気持ちをありのままに書いてい
きましょう。

引用「こころもメンテしよう～若者を支えるメンタルヘルス～」
自殺対策推進センター

生活習慣病は血管性認知症のみならずアルツハイマー病の発症にも
関与しているといわれています。

○メタボリックシンドロームは、内臓脂肪の蓄積があり（肥満）、加えて高血圧、高血糖（糖尿病予備軍）、脂質異常のうち2つ以
上が複合している状態をいう。

○内臓脂肪がたまりすぎていると、高血圧、高血糖（糖尿病予備軍）、脂質異常の一つひとつの程度が軽くても重複することで
症状が飛躍的に進行し、動脈硬化が急速に進行する

 氷川町認知症キャラバンメイトだより

疲れたとき、つらいときに自分でできることは？

～こころと体のセルフケア～

●メタボリックシンドロームの判断基準

第45号
メタボリックシンドロームの予防

今の気持ちを書いてみる

内臓脂肪蓄積
ウエスト周囲
男性85cm以上
女性90ｃｍ以上

（内臓脂肪面積男女とも100㎠以上に相当）

中性脂肪
150ｍｇ/ｄｌ以上
かつ/または
HDLコレステロール
40ｍｇ/dl未満

最大血圧
130ｍｍHg以上
かつ/または
最小血圧85Hg以上

空腹時血糖値
110ｍｇ/dl以上

必須項目 選択項目 これらの項目のうち2項目以上が該当

認知症に関する相談会
　日　時：毎月第1木曜日（14時30分～）
　場　所：宮原福祉センター
　相談員：精神保健福祉士・介護支援専門員
　※相談会以外にも、地域包括支援センターでは随時
　相談をお受けします。（土日祝日除く 8：30～17：00）

相談・問い合わせ先
　　地域包括支援センター（宮原福祉センター内）  ☎62-3456
　　健康福祉課保健予防係（健康センター）　       ☎52-7154

「認知症サポーターキャラバン」とは
「認知症サポーター」を養成し、認知症になっても安心して暮らせるまちづくりに取り組んでいます。
認知症サポーターは認知症について正しく理解し、認知症の人や家族を温かく見守り支援する応援者です。
認知症サポーター養成講座は住民の方、金融機関、やスーパーマーケットの従業員、小中学校の生徒などを対象に実施して
います。氷川町で受講いただいた方、延1,232人（Ｈ28．7.1現在）です。平成28年度は100人以上の養成をめざしています。

引用：認知症サポーター育成ステップアップ講座用テキスト（全国キャラバンメイト連絡協議会）
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立神峡だより

里山フェスタで里山の魅力を満喫

初春の希望の灯ともす夢灯
あか

り

孟
もうそうちく

宗竹を無料で差し上げます

　11月23日に開催いたしました里山フェスタは、八代妙見祭と日程が重なりましたが、来場者が後を絶たず終日大盛
況でありました。「里山の恵みを喰らう」と題した食も大好評で約250杯もの丼が見る見る間に無くなり、そのおいしさ
に満足された様子で来場者の食に対する関心の高さが伺い知れました。この催しを通じて里山の魅力を満喫してい
ただき、立神峡の魅力を知ってますます親しみを感じていただければ幸いです。
　また、環境学習の観点から里山フェスタでは、竹馬遊び・火打石体験・巣箱作り・竹細工加工・石絵体験などを実施
しました。

　新年明けましておめでとうございます。ここ立神峡でも眩しい
くらいの灯りに照らされ輝かしい新年を迎えております。
　公園の吊り橋を中心に孟

もうそうちく

宗竹をくり抜いた竹灯籠が煌びやか
な灯りをともしながら新年のスタートに相応しく観光客をお迎
えしています。スポットライトに照らされた幻想的な立神峡の岩
肌を見ながら、夜の散策に一歩足を踏み入れて見てはいかがで
しょうか？
　また一つ、立神峡の目玉が増えました。今後は、ログハウスな
どに宿泊された人や体験で夢灯りを作ってみたい人たちを対象
として里山工房で自由に創作していただき、公園全体に広げた
いと思っております。希望される人はお問い合わせ下さい。

　立神峡には竹林がたくさんあり、その間伐に一役買ってもらうために、公園内
にある孟

もうそうちく

宗竹を無料にて差し上げます。特に、この便りが届く頃には、「どんどや」
の準備で子ども会や地区担当の人は、大変だと思います。美しい里山とこの素晴
らしい景観を維持管理するためにも皆さんに竹を無料で間伐していただいたら
お互いに大助かりではないでしょうか。

【お問い合わせ先】立神峡公園管理棟 ホームページアドレス
☎ 62-1543  ＦＡＸ62-1546（8:30～17:30 火曜定休日） http://tategami-camp.com

▲夜には竹灯籠の灯りが皆さまを迎えます

▲竹馬遊びに子どもたちがチャレンジ！ ▲巣箱作り。「鳥さんは住んでくれるかな？」
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４

固
定
資
産
税
被
災
住
宅
用
地
の
特
例

　
固
定
資
産
税（
土
地
）の
う
ち
、住
宅
用

地
に
か
か
る
も
の
は
特
例
に
よ
り
税
額
が

軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
が
、こ
の
た
び
の
熊
本

地
震
に
お
い
て
滅
失
ま
た
は
損
壊
し
半
壊

以
上
の
判
定
を
受
け
た
住
宅
の
敷
地
を
、

被
災
前
と
同
様
に
、平
成
29
年
度
分
か
ら

平
成
30
年
度
分
ま
で
の
２
年
間
分
軽
減
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
対
　
象

①
平
成
28
年
１
月
１
日
時
点
で
被
災
住
宅

用
地
を
所
有
し
て
い
た
方

②
平
成
28
年
１
月
２
日
か
ら
平
成
28
年

４
月
13
日
ま
で
に
被
災
住
宅
用
地
の
全

部
、ま
た
は
一
部
を
取
得
し
た
方

③
①
、②
の
方
か
ら
平
成
28
年
４
月
14
日

以
降
、被
災
住
宅
用
地
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
相
続
し
た
方

④
①
、②
の
方
か
ら
平
成
28
年
４
月
14
日

以
降
、被
災
住
宅
用
地
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
取
得
し
た
三
親
等
内
の
親
族

⑤
①
、②
が
法
人
の
場
合
は
、平
成
28
年
４

月
14
日
以
降
の
合
併
や
分
割
に
よ
り
、

被
災
住
宅
用
地
の
全
部
ま
た
は
一
部
を

引
き
継
い
だ
法
人

※
た
だ
し
、次
の
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

○
当
該
土
地
を
住
宅
用
地
以
外
の
目
的
に

用
い
る
場
合
。

○
住
宅
用
地
を
ほ
か
に
確
保
し
、当
該
土

地
を
住
宅
用
地
と
し
て
用
い
な
い
場
合
。

◆
申
告
の
期
限

　
平
成
29
年
１
月
31
日
㈫

◆
必
要
書
類

◎
被
災
住
宅
用
地
特
例
適
用
申
告
書

◎
り
災
証
明
書

◎
そ
の
他（
所
有
権
移
転
を
伴
う
場
合
）

◦
土
地
登
記
事
項
証
明
書

◦
戸
籍
謄
本
な
ど
、前
所
有
者
と
の
関
係

が
わ
か
る
も
の（
上
記
③
、④
の
方
）

◦
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書（
上
記
⑤
の
場
合
）

問
税
務
課
　
資
産
税
係
　

　
☎
52･

５
８
５
３（
直
通
）

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申
請

　
氷
川
町
で
は
、身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

を
持
っ
て
い
な
い
場
合
で
も
、町
内
に
住
所

を
有
す
る
65
歳
以
上
で
、介
護
保
険
の
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
の
う
ち
、寝
た

き
り
や
認
知
症
の
状
態
に
よ
っ
て「
身
体
障

害
者
ま
た
は
知
的
障
害
者
に
準
ず
る
」と

認
め
ら
れ
る
場
合
、障
害
者
控
除
対
象
者

の
認
定
書
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
認
定
書
を
提
示
す
る
と
、所
得
税
や

町
県
民
税
の
申
告
の
際
に
、本
人
ま
た
は
そ

の
扶
養
者
が
、障
害
者
控
除
ま
た
は
特
別

障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、障
害
者
手
帳
な
ど
に
よ
り
、す

で
に
控
除
を
受
け
て
い
る
人
や
、こ
の
控
除

を
受
け
な
く
て
も
非
課
税
の
人
は
、改
め
て

申
請
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、こ
の
認
定
書
は
障
害
者
控
除
の
適

用
に
の
み
有
効
で
あ
り
、身
体
障
害
者
手
帳

の
代
わ
り
と
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
を
受
け
よ
う

と
す
る
場
合
は
、健
康
福
祉
課
ま
た
は
宮

原
振
興
局
総
務
振
興
課
に
て
、申
請
書
を

記
入
、押
印
の
う
え
、ご
提
出
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

町
よ
り

介
護
保
険

町
民
環
境

くらしの情報

税
　
金

生
活
安
全
推
進
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後
日
、認
定
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

◆
対
象
者

◦
障
害
者
控
除
認
定
書

　
要
介
護
１
か
ら
３
の
人
で
一
定
の
要
件

を
満
た
す
人

◦
特
別
障
害
者
控
除
認
定
書

　
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
人

※
ど
ち
ら
も
平
成
28
年
12
月
31
日
の
現
況

で
認
定
し
ま
す
。

問
健
康
福
祉
課 

介
護
保
険
係

　
☎
52
・
５
８
５
２（
直
通
）

害
虫
駆
除
に
マ
シ
ン
油
を
散
布
し
ま
す

　
農
業
後
継
者
グ
ル
ー
プ「
宮
原
農
火
の

会
」が
、マ
シ
ン
油
を
散
布
い
た
し
ま
す
。庭

木
な
ど
の
害
虫
発
生
な
ど
に
困
っ
て
い
る

人
は
、ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
時

　
１
月
21
日
㈯

　
※
雨
天
の
場
合
は
１
月
22
日
㈰

◆
料
　
金
　
４
千
円

　
※
植
木
の
本
数
に
よ
り
金
額
が
変
動
し
ま
す
。

◆
対
象
地
域

宮
原
地
区
内（
会
員
数
が
少
な
い
た
め
、

地
区
を
限
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

◆
申
込
期
限

　
１
月
13
日
㈮

問
農
業
振
興
課 

農
政
係

　
☎
52･

５
８
５
４（
直
通
）

誕
生
記
念
・
結
婚
記
念
・
成
人
記
念

に
木
を
植
え
ま
せ
ん
か

　
氷
川
町
み
ど
り
推
進
協
議
会
で
は
緑
の

募
金
に
よ
る
緑
化
推
進
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

◆
内
　
容

平
成
28
年
に
出
生
・
結
婚
・
成
人
さ
れ
た

方
に
記
念
の
苗
木
を
１
本
贈
呈
し
ま
す
。

◆
対
　
象

氷
川
町
在
住
で
、平
成
28
年
中
に
、出
生
・

結
婚
・
成
人(

※)

さ
れ
た
方
の
中
で
、町
内

（
私
有
地
）に
植
樹
さ
れ
る
方
。

※
平
成
29
年
１
月
の
成
人
式
対
象
者

◆
種
　
類
　
　

カ
エ
デ
、ト
キ
ワ
マ
ン
サ
ク
、キ
ン
モ
ク
セ

イ
、コ
ブ
シ
、ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、ヤ
マ
モ
モ
の
６

種
類
か
ら
お
選
び
く
だ
さ
い
。ま
た
、上

記
以
外
の
樹
種
の
ご
要
望
が
あ
れ
ば
、ご

相
談
く
だ
さ
い
。（
果
樹
以
外
）

◆
申
込
期
間

　
１
月
５
日
㈭
～
１
月
20
日
㈮
ま
で

◆
申
込
用
紙

農
業
振
興
課
、宮
原
振
興
局
総
務
振
興

課
に
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◆
苗
木
の
お
渡
し
　
３
月
中
旬（
予
定
）

問
氷
川
町
み
ど
り
推
進
協
議
会

　（
役
場
農
業
振
興
課
内
）

　
☎
52･

５
８
５
４（
直
通
）

氷
川
町
奨
学
資
金
貸
付
制
度

　
こ
の
制
度
は
、高
等
学
校
・
大
学
・
専
門

学
校
等
に
進
学
又
は
在
学
中
の
方
で
経
済

的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
な
場
合
、申

請
す
る
こ
と
で
奨
学
資
金
を
貸
し
付
け
る

制
度
で
す
。利
用
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
資
　
格

竜
北
中
学
校
、氷
川
中
学
校
の
出
身
者
で

保
護
者
が
町
内
に
居
住
し
、か
つ
、日
本

学
生
支
援
機
構
ま
た
は
そ
の
ほ
か
の
公

私
の
団
体
か
ら
学
資
の
貸
し
付
け
を
受

け
て
い
な
い
者

◆
奨
学
金
の
額（
月
額
）

◦
高
等
学
校
　
　
　
　
１
万
円

◦
大
学
・
専
門
学
校
　  

２
万
５
千
円

◆
貸
付
期
間

貸
付
を
開
始
し
た
月
か
ら
在
学
す
る
学

校
の
正
規
の
修
業
期
間

◆
返
還
期
間

卒
業
後
１
年
を
経
過
し
た
月
か
ら
貸
し

付
け
を
受
け
た
期
間
内

◆
貸
付
利
息
　
　
無
利
子

◆
申
請
時
期

申
請
は
、随
時
受
け
付
け
ま
す
が
、４
月

か
ら
貸
し
付
け
を
希
望
さ
れ
る
方
は
３
月

31
日
㈭
ま
で
に
学
校
教
育
課
備
え
付
け
の

申
請
用
紙
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
氷
川
町
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課
　

　
☎
62
・
３
３
１
３（
直
通
）

『
心
の
傷
や
悩
み
』一
人
で
抱
え
込

ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　
熊
本
県
に
は
女
性
が
安
心
し
て
相
談
で

き
る
専
門
の
機
関
が
あ
り
ま
す
。相
談
は

無
料
で
秘
密
は
絶
対
に
守
ら
れ
ま
す
。ま

ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
女
性
の
悩
み
全
て
】

○
熊
本
県
女
性
相
談
室

　
☎
０
９
６
・
３
５
５
・
２
２
２
３

【
家
庭
不
和
・
離
婚
な
ど
】

○
熊
本
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
・
３
８
１
・
４
４
５
４

【
性
的
暴
力
被
害
】

○
く
ま
も
と
県
警
察
本
部
レ
デ
ィ
ー
ス

１
１
０
番

　
☎
０
１
２
０
・
８
３
４
３
・
81

○
性
的
暴
力
被
害
者
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
・
３
８
６
・
５
５
５
５

【
震
災
に
よ
る
心
の
悩
み
】

熊
本
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
・
３
８
５
・
３
２
２
２

農
業
振
興

教
　
育

そ
の
他
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熊
本
県
の
特
定
最
低
賃
金
が
改
正

　
熊
本
県
の
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
が

次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
、県
内
す
べ
て
の
事

業
所
、労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
産
業
別
最
低
賃
金
の
時
間
額
】

◦
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、電

気
機
械
器
具
、情
報
通
信
機
械
器
具
製

造
業
　
７
５
９
円

◦
自
動
車
・
自
動
車
付
属
品
製
造
業
、船
舶

製
造
・
修
理
業
、舶
用
機
関
製
造
業

　
８
０
８
円

・
百
貨
店
、総
合
ス
ー
パ
ー
　
７
１
５
円

※
熊
本
県
の
地
域
別
最
低
賃
金
は
７
１
５

円
で
す
。ま
た
、産
業
別
最
低
賃
金
に
は

適
用
範
囲
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
☎
０
９
６
・
３
５
５
・
３
２
０
２

鳥
類
を
飼
養
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ

　
平
成
28
年
11
月
28
日
以
降
、青
森
県
・
新

潟
県
の
家
き
ん
飼
養
農
場
で
４
件
の
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
疑
似
患
畜
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、11
月
以
降
、野

鳥
で
は
全
国
的
に
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
が
飼
わ
れ
て
い
る
鳥
類
を
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら
守
る
た
め
、

放
し
飼
い
は
絶
対
に
避
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、鳥
小
屋
に
野
鳥
が
入
ら
な
い
よ

う
金
網
や
防
鳥
ネ
ッ
ト
を
張
る
、餌
や
水
は

小
屋
の
中
に
置
い
て
餌
が
小
屋
の
周
辺
に

散
乱
し
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
の
対
策
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。原
因
が
分
か
ら
な
い

ま
ま
連
続
し
て
死
亡
す
る
な
ど
の
異
状
が

あ
る
場
合
は
早
急
に
各
窓
口
ま
で
御
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
連
絡
先

○
家
き
ん（
鶏
、あ
ひ
る
、う
ず
ら
、き
じ
、

だ
ち
ょ
う
、ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、七
面
鳥
）

問
熊
本
県
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所

　
☎
０
９
６
４･

28･

６
０
２
１

○
愛
玩
鳥（
家
き
ん
以
外
）

問
八
代
保
健
所

　
☎
32･

６
１
２
１

○
野
鳥

問
八
代
地
域
振
興
局
　
林
務
課

　
☎
33･

３
５
９
２

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
加
入
受
付
開
始

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
で
は
平
成
29
年
度

の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
加
入
受
付
を
３

月
か
ら
開
始
い
た
し
ま
す
。

　
万
が
一
の
け
が
や
賠
償
責
任
に
備
え
て

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
　
象

　市民後見人とは、市町村などが実施する養成研修を受講するなどして必要な知識を得た一般民の中
から、家庭裁判所が成年後見人として選任した方のことを言います。後見人となる親族がいないような
場合でも、身近な存在として本人の意思をより丁寧に把握し後見事務を進められる強みがあります。
　【表１】のように家庭裁判所が市民後見人を選任した件数は年々増加傾向にあり、市民後見人に期
待される役割はますます大きくなると言えます。

　家庭裁判所では、後見人制度の充実のた
め、研修会への講師派遣や、意見交換会など
を実施しております。
詳しくはお問い合わせください。

　成年後見人制度は、認知症、知的障がい、精神障害などによって物事を判断する能力が十分でない本
人について、その権利を守る援助者を選び、本人を法律的に支援する制度です。

成年後見人制度とは

市民後見人について

家庭裁判所の取り組み

地域で支える成年後見人制度

【お問い合わせ先】　熊本家庭裁判所　総務課　☎096-206-5147

【表 1】市民後見人が選任された事件数

平成23年度

250
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92 118
167

213 224
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ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活
動
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
４
人
以
上
の
団
体

◆
内
　
容

傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保
険
・
突
然
死
葬

祭
費
用
保
険
の
セ
ッ
ト

◆
補
償
範
囲

団
体
で
の
活
動
中
お
よ
び
団
体
活
動
へ

の
往
復
中
の
事
故

◆
掛
け
金

◦
中
学
生
以
下
　
８
０
０
円
～（
年
額
）

◦
高
校
生
以
上
　
活
動
内
容
に
よ
っ
て
異

な
る

問
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
支
部

　
☎
０
９
６･

２
１
３･

９
０
１
５

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
国
民
生
活
事
業
で

は
、高
校
、短
大
、大
学
、専
修
学
校
、各
種

学
校
や
外
国
の
高
校
、大
学
な
ど
に
入
学
・

在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭

を
対
象
に
教
育
貸
付
を
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
者

融
資
の
対
象
と
な
る
学
校
に
入
学
・
在
学

さ
れ
る
人
の
保
護
者
で
、子
ど
も
の
人
数

に
応
じ
、世
帯
年
収（
所
得
）が
基
準
額

以
内
の
人

※
子
ど
も
が
１
人
の
場
合
は
７
９
０
万
円
以

　
内（
所
得
５
９
０
万
円
以
内
）

◆
融
資
額

　
学
生
・
生
徒
１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

◆
利
率
　
年
１
・
８
１
％

　
※
変
動
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
返
済
期
間

15
年
以
内（
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
・
交

通
遺
児
家
庭
の
人
な
ど
は
18
年
以
内
）

◆
用
途

　
入
学
金
、授
業
料
、教
科
書
代
な
ど

◆
返
済
方
法
　
毎
月
元
利
均
等
返
済

　（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
も
可
能
）

問
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０
・
０
０
８
６
５
６

　
　
03
・
５
３
２
１
・
８
６
５
６

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
の
お
知
ら
せ

　
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
と
は
、県
の

高
年
齢
者
の
た
め
の
職
業
相
談
・
相
談
機

関
で
す
。概
ね
55
歳
以
上
の
方
に
ご
利
用
い

た
だ
い
て
お
り
、専
門
の
相
談
員
が
応
対
い

た
し
ま
す
。ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
の
求
人
票
も

取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。

◆
相
談
日
　

　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
　
10
時
～
16
時

問（
財
）熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　
熊
本
県
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

八
代
相
談
所（
八
代
市
西
片
町
１
６
６
０

八
代
地
域
振
興
局
福
祉
課
内
）

　
☎
32･

４
１
４
４

雇
用
保
険
の
適
用
拡
大
に
つ
い
て

　
少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
で
高
齢
者

の
就
業
促
進
お
よ
び
雇
用
の
継
続
を
図
る

た
め
、65
歳
以
上
の
方
の
雇
用
保
険
適
用

拡
大
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
１
週
間
の
労
働
時
間
が
20
時
間
以
上
で

あ
る
こ
と
や
31
日
以
上
の
雇
用
見
込
み
が

あ
る
こ
と
な
ど
の
適
用
要
件
や
、次
の
①
・

②
に
該
当
す
る
場
合
、雇
用
保
険
の
対
象

と
な
り
、事
業
主
は
被
保
険
者
資
格
の
取

得
届
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

①
平
成
29
年
１
月
１
日
以
降
、新
た
に
65

歳
以
上
の
労
働
者
を
雇
用
し
た
場
合

②
平
成
28
年
12
月
末
ま
で
に
65
歳
以
上
の

労
働
者
を
雇
用
し
、平
成
29
年
１
月
１
日

以
降
も
継
続
し
て
雇
用
し
て
い
る
場
合

※
②
の
場
合
は
原
則
３
月
31
日
ま
で
に
取

得
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
代

　
☎
31･

８
６
０
９

大
学
通
信
教
育
合
同
入
学
説
明
会

　
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会
で
は
大
学
通

信
教
育
の
一
層
の
普
及
を
図
る
こ
と
を
目

的
し
て
、大
学
通
信
教
育
を
行
っ
て
い
る
大

学
、大
学
院
、短
期
大
学
に
よ
る
合
同
入
学

説
明
会
を
、入
学
を
希
望
す
る
方
を
対
象

に
実
施
し
ま
す
。参
加
申
込
や
入
場
料
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

◆
対
　
象
　
一
般
及
び
高
校
生

◆
内
　
容
　

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、大
学
の
教
職

員
か
ら
講
義
内
容
・
学
習
方
法
・
受
講
手

続
き
な
ど
に
つ
い
て
直
接
説
明
し
ま
す
。

◆
開
催
日
　

　
２
月
18
日
㈯
　
11
時
～
16
時

◆
場
　
所
　
エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル

　（
福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
天
神
１-

４-

２
）

※
参
加
校
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
公
益
財
団
法
人
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

☎
03･

３
８
１
８･

３
８
７
０

「
野
鳥
観
察
会
」参
加
者
募
集

　「
八
代
海
北
部
沿
岸
都
市
」地
域
連
携
創

造
会
議
事
業
の
一
環
と
し
て
野
鳥
観
察
会

を
実
施
し
ま
す
。

◆
日
　
時

２
月
12
日
㈰
　
12
時
開
会

（
２
時
間
程
度
）※
悪
天
中
止

◆
集
　
合

　
氷
川
町
役
場
駐
車
場
　
11
時
集
合

募

　
　
　集
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※
貸
切
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。（
終
了
後
14

時
40
分
氷
川
町
役
場
到
着
予
定
）

◆
開
催
場
所

八
代
市
鼠
蔵
町
研
修
所（
鼠
蔵
町
地
域

学
習
セ
ン
タ
ー
）お
よ
び
球
磨
川
河
口

右
岸
堤
防
沿
い

◆
参
加
費
　
無
料

◆
募
集
人
員
　
20
名（
先
着
順
）

　
※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

◆
内
　
容

干
潟
に
つ
い
て
の
学
習
お
よ
び
球
磨
川

河
口
に
飛
来
す
る
渡
り
鳥
の
観
察

◆
講
　
師
　
八
代
野
鳥
愛
好
会

◆
申
込
期
間
　
２
月
８
日
㈬
ま
で

◆
申
込
先
　
企
画
財
政
課
　

※
十
分
な
防
寒
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
昼
食
の
準
備
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、各

自
お
願
い
し
ま
す
。

問
企
画
財
政
課
　

　
☎
52･

５
８
５
０（
直
通
）

特
別
支
援
教
育
支
援
員

（
非
常
勤
職
員
）募
集

　
氷
川
町
教
育
委
員
会
で
は
特
別
支
援
教

育
支
援
員（
非
常
勤
職
員
）を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
職
種

　
特
別
支
援
教
育
支
援
員（
非
常
勤
職
員
）

◆
勤
務
場
所
　
竜
北
東
小
学
校

◆
勤
務
時
間

１
週
あ
た
り
29
時
間
以
内（
学
校
行
事

に
よ
り
土
日
祝
勤
務
の
場
合
あ
り
）

◆
勤
務
内
容
　

特
別
な
支
援
を
要
す
る
児
童
の
学
校
生

活
介
助
や
学
習
支
援
等

◆
募
集
人
員
　
１
人

◆
報
　
酬
　

　
月
額
14
万
円（
通
勤
手
当
無
し
）

◆
保
険
制
度

雇
用
保
険
、社
会
保
険
お
よ
び
労
災
保

険
な
ど

◆
任
用
期
間

平
成
29
年
３
月
１
日
～
平
成
29
年
３
月

31
日（
１
年
ご
と
の
再
任
用
制
度
あ
り
）

◆
提
出
書
類
　

①
履
歴
書（
写
真
貼
付
の
も
の
）

②
職
務
履
歴（
職
務
経
歴
が
あ
る
方
の
み
）

◆
提
出
先
　

　
氷
川
町
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課

（
〒
８
６
９-

４
６
０
２
　
氷
川
町
宮
原

６
９
０
番
地
２
）

◆
応
募
期
限
　

　
平
成
29
年
１
月
20
日
㈮

問
学
校
教
育
課
　

　
☎
62･

３
３
１
３（
直
通
）

熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校
入
学
生
募

集
の
お
知
ら
せ

　
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で
は
、シ
ニ
ア

の
た
め
の
学
び
の
場
と
し
て
、熊
本
校
で
25

年
、八
代
校
で
17
年
続
く「
熊
本
さ
わ
や
か

大
学
校
」を
開
校
し
て
い
ま
す
。

　
年
間
40
講
座
、毎
回
異
な
る
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
多
彩
な
先
生
方
の
講
義
や
学
習
活

動
を
通
じ
て
、新
た
な
自
分
づ
く
り
、仲
間

づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

◆
入
学
資
格

県
内
在
住
で
、学
習
意
欲
の
あ
る
60
歳

以
上
の
人（
昭
和
32
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
）

※
既
に
卒
業
し
た
方
は
再
受
講
で
き
ま
せ
ん
。

◆
募
集
人
員

　
熊
本
校
：
１
０
０
名

　
八
代
校
：
60
名

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

◆
募
集
期
間

　
２
月
１
日
㈬
～
３
月
１
日
㈬

◆
会
　
場

◦
熊
本
校

熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
熊
本
市
中
央
区
南
千
反
畑
町
３-

７
）

◦
八
代
校

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

（
八
代
市
新
町
５-

20
）

◆
開
催
日
時

◦
熊
本
校

　
毎
週
木
曜
日
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

◦
八
代
校

　
毎
週
火
曜
日
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
受
講
期
間

　
４
月
～
平
成
30
年
３
月

　
毎
週
１
講
座
×
40
回

◆
受
講
料
な
ど

◦
入
学
金
　
５
千
円
　

◦
受
講
料
　
１
万
５
千
円

※
入
学
時
に
一
括
納
付

◆
申
込
方
法

健
康
福
祉
課
に
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
一
般
財
団
法
人
　
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　
☎
０
９
６･

３
５
４･

３
０
８
３

消
防
設
備
士
・
危
険
物
取
扱
者

試
験
案
内

　
平
成
28
年
度
第
３
回
消
防
整
備
士
試
験

及
び
危
険
物
取
扱
者
試
験
を
次
の
日
程
で

実
施
い
た
し
ま
す
。
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受
験
願
書
・
試
験
案
内
な
ど
は
、消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
、熊
本
市

消
防
局
・
県
下
消
防
本
部
お
よ
び
熊
本
県

総
務
部
市
町
村
・
税
務
局
消
防
保
安
課
に

配
置
致
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
消
防
整
備
士
試
験
】

◆
試
験
日
　
３
月
12
日
㈰

◆
受
付
期
間

◦
書
面
申
請
　

　
１
月
18
日
㈬
～
25
日
㈬

◦
電
子
申
請
　

　
１
月
15
日
㈰
～
22
日
㈰

【
危
険
物
取
扱
者
試
験
】

◆
試
験
日
　
２
月
12
日
㈰

◆
受
付
期
間

◦
書
面
申
請
　

　
１
月
６
日
㈮
～
13
日
㈮

◦
電
子
申
請
　

　
１
月
３
日
㈫
～
10
日
㈫

問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

（
熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
１
丁
目
11-

４

熊
本
県
教
育
会
館
４
階
）

　
☎
０
９
６･

３
６
４･

５
０
０
５

春
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

参
加
者
募
集

　
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、体
験
を

通
し
て
お
互
い
の
理
解
や
交
流
を
深
め
国

際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
小
学
生
か
ら

高
校
生
を
対
象
に
海
外
研
修
交
流
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。事
前
研
修
会
で
は
仲
間

づ
く
り
か
ら
丁
寧
に
指
導
い
た
し
ま
す
の

で
安
心
し
て
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
対
　
象
　

　
小
学
３
年
生
～
高
校
３
年
生
ま
で

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す

◆
内
　
容
　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
文
化

交
流
・
学
校
体
験
・
英
語
研
修
・
地
域
見

学
・
野
外
活
動
な
ど

◆
研
修
国
　

英
国
・
豪
州
・
カ
ナ
ダ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
・
フ
ィ
ジ
ー
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ネ
パ
ー
ル

◆
日
　
程
　

３
月
25
日
㈯
～
４
月
５
日
㈬
の
内
９
～

11
日
間

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す

◆
参
加
費
　

　
31
万
８
千
円
～
47
万
８
千
円

※
１
月
25
日
㈬
ま
で
に
お
申
し
込
み
の
方

は
１
万
円
の
割
引
が
あ
り
ま
す

◆
締
　
切
　
２
月
３
日
㈮

問
公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

（
東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
７-

15-

４

  

第
３
花
田
ビ
ル
４
階
）

　
☎
03･

６
４
１
７･

９
７
２
４

農
地
を『
貸
し
た
い
方
』『
借
り
た
い

方
』を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　
農
地
中
間
管
理
機
構（
熊
本
県
農
業
公

社
）で
は
、農
業
経
営
を
縮
小
さ
れ
る
方
な

ど
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
、担
い
手
農
家

な
ど
に
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　『
担
い
手
農
家
に
農
地
を
貸
し
た
い
』、

『
新
た
な
農
地
が
あ
れ
ば
借
り
た
い
』と
い

う
方
は
、市
町
村
や
Ｊ
Ａ
の
担
当
窓
口
、熊

本
県
農
業
公
社
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
農
業
公
社

　
☎
０
９
６･

２
１
３･

１
２
３
４

身
体
障
が
い
者
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

開
発
訓
練
生
募
集
中

　
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
学
校
で
は
障

が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練

を
行
っ
て
お
り
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
訓
練

生
を
募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格
　

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
込
み
を
し
、高
校
卒

業（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）と
同
等
以
上

の
能
力
を
有
し
た
方
で
、特
別
な
介
助

を
必
要
と
し
な
い
こ
と

◆
訓
練
期
間
　
２
年
間

◆
定
　
員
　
10
人

◆
募
集
締
切
　
１
月
20
日
㈮

◆
費
　
用
　
約
５
万
３
千
円（
２
年
間
）

◆
訓
練
場
所
　

身
体
障
害
者
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
訓
練

セ
ン
タ
ー（
益
城
町
田
原
）

問
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校
　

　
☎
０
９
６･

３
７
８･

０
１
２
１

第
５
回
や
つ
し
ろ

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
フ
ェ
ス
タ
開
催

　
冬
ト
マ
ト
生
産
日
本
一
の
八
代
地
域
に

お
い
て
、第
５
回
や
つ
し
ろ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ

フ
ェ
ス
タ
が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
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【お問い合わせ先】　氷川警察署（地域係）　☎62-4110

　住民の方々から寄せられる110番通報は、事件・事故の早期解決に大きな役割を果たしています。110番を正し
く利用し、安全なまちづくりに取り組みましょう。

○ためらわず、素早く
　警察官の早い現場臨場が、事件解決のポイントです。事件事故が発生後は、ただちに通報してください。
○事件・事故の現場を詳しく
　110番通報は、どの地域からでも全て警察本部へかかります。
市町村名、電話番号、付近の建物、駅・停留所などの目標物を言ってください。目標物がない場合は、付近の
九州電力の電柱番号を知らせてください。

○車を運転しながらの通報はできません。必ず停車してから通報してください。
○県境付近では、他県の警察本部へつながる場合がありますが、熊本県に転送されますので、遠慮なく通報し
てください。

○なにが・・・何があったのか（事件か、事故か）
○いつ・・・・何時ころあったのか
○どこで・・・発生した場所は、目標は
　などを落ち着いて話してください。そのほか必要なことは係員がお尋ねします。

110番する時は

110番通報時の心がけ

携帯電話による通報上の注意

 1月10日は、「110番の日」

　
氷
川
会
場
お
よ
び
八
代
会
場
に
て
、ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
に
、ト
マ
ト
料
理

の
振
る
舞
い
や
加
工
品
販
売
な
ど
も
行
い

ま
す
の
で
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

【
第
１
弾
　
氷
川
会
場
】

◆
日
　
時
　
１
月
29
日
㈰
　
10
時
か
ら

◆
場
　
所
　「
道
の
駅
」竜
北

【
第
２
弾
　
八
代
会
場
】

◆
日
　
時
　
２
月
26
日
㈰
　
10
時
か
ら

◆
場
　
所
　
八
代
市
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
内

問
農
業
振
興
課

　
☎
52･

５
８
５
４（
直
通
）

わ
く
わ
く
！
パ
レ
ア
フ
ェ
ス
タ
開
催

　
わ
く
わ
く
！
パ
レ
ア
フ
ェ
ス
タ
は
子
ど
も

た
ち
が
体
験
し
た
り
、も
の
づ
く
り
を
し
た

り
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
を
22
カ
所
用

意
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
た

か
た
創
業
者
で
、Ａ  

ａ
ｎ
ｄ  

Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ

代
表
取
締
役
あ
る
髙
田
明
さ
ん
に
よ
る
講

演
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
日
中
、楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。ご
家
族
で
、子
ど
も
会
な
ど
の
行

事
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。詳
し
い
イ

ベ
ン
ト
内
容
に
つ
い
て
は
、熊
本
県
生
涯
学

習
推
進
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ（http://w

w
w

.
parea.pref.kum

am
oto.jp/m

anabi/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
期
　
日
　

　
１
月
28
日
㈯
　
10
時
～
16
時

◆
会
　
場
　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

（
熊
本
市
中
央
区
手
取
本
町
８-

９

  

テ
ト
リ
ア
く
ま
も
と
９
階
・
10
階
）

◆
料
　
金
　
無
料

◆
申
込
み
方
法
　

必
要
事
項（
①
住
所 

②
郵
便
番
号 

③

氏
名 

④
電
話
番
号 

⑤
託
児
の
有
無
）を

記
載
し
ハ
ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
熊
本

県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
ま
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限
　
１
月
12
日
㈭
必
着
。

◆
託
　
児
　

１
歳
以
上
就
学
前
の
託
児
が
あ
り
ま
す

が
事
前
申
込（
１
月
12
日
ま
で
）が
必
要

で
す
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、抽
選
と
な
り
ま

す
。託
児
も
同
様
で
す
。

問
熊
本
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

（
〒
８
６
０-

８
５
５
４

　
熊
本
市
中
央
区
手
取
本
町
８-
９
）

　
☎
０
９
６･

３
５
５･

４
３
１
２

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６･

３
５
５･

４
３
１
７
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県
道
八
代
不
知
火
線 国
道
３
号
線

沖　塘

若　洲

中大野

ご協力お願いします 道路工事および河川改修工事に伴う交通規制について

【お問い合わせ先】　建設下水道課：建設係　☎52-5856

　各地区で道路工事および河川改修工事を行うため、全面通行止めの交通規制があります。
　近隣住民の皆さまにはご迷惑をお掛けしますが、ご協力をお願いいたします。

【地図中標記】
　　　　　　　全面通行止め

道路工事による交通規制

河川改修工事による交通規制

通行止め期間：1月10日から1月31日まで片面通行止め
　　　　          2月1日から2月23日まで全面通行止め

通行止め期間：3月17日まで

通行止め期間：平成29年3月17日まで

河　原

川原大神宮

沖塘公民館

（有）TMファーム

ひろぎ
遊水池

氷川

稲川

【お問い合わせ先】　熊本地方気象台　☎096-324-3283

平成28年（2016年）熊本地震におけるアンケート調査へのご協力のお願い
　一連の地震により被害に遭われた皆様には、心よりお見舞い申し上げます。
　気象庁では、この度の熊本地震において、特に大きな震度を観測した地域にお住まいの皆さまに、当時の揺れ
の状況をお聞きするアンケート調査を実施しております。
　調査結果は、今後の地震における適切な震度の発表のために利用されます。
　この調査のため、平成29年1月、気象庁が委託した調査員が対象となる地域にお伺いし、アンケート調査票を配
布させていただきます。
　皆さまには、ご多忙のところ大変恐縮ではございますが、ご理解いただき、アンケートにご協力いただきますよ
うお願い申し上げます。
　ご回答いただいた調査票は、すべて統計的に処理し、公表は集計結果のみとなりますので、ご本人が特定され
ることはございません。
　また、本調査目的以外に使用することはありません。



ごみの減量化に ご協力ください。

氷川町役場

●まちへのホットライン

健 52-5852健康福祉課

健保 52-7154健康センター（保健師）

52-5851町民環境課 町環

52-5850企画財政課 企財

総 52-7111総務課

宮原振興局

社会福祉協議会

教育委員会

社協氷川町社会福祉協議会 52-5075

竜北福祉センター 52-5121

地域包括支援センター 62-3456

宮原福祉センター 62-3456

地域支え合いセンター 52-5335

学学 62-3313学校教育課

税 52-5853税務課

建 52-5856建設下水道課  建設係

下 52-5862下水道係

出 52-5857出納室

議 52-5858議会事務局

商 62-2315商工観光課

ま 62-2317　まちづくり推進係

総振 62-2311総務振興課

52-5854農業振興課 農振

52-5855農地整備課 農整

52-5861農業委員会 農委 生生 52-5860生涯学習課

給 52-6202学校給食共同調理場

1
2017

毎月11日は人権を確かめあう日です
毎月15日は氷川町交通安全の日です
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熊本県南観光体験協会会員の募集
　平成28年11月11日に観光事業をしている事業者や
個人が集まり発足しました。将来はインバウンド（訪
日外国人）を対象とした観光事業を目標とし、事業者
同士の協力体制、スキルアップ、インターネットなど
の支援を中心に行っていきます。
　現在会員を募集しております。詳しくはお問い合わ
せください。
問 熊本県南観光体験協会（立神389-2）
　 担当：小佐井（こさい）
　 ☎ 62- 1717

新春ミニサッカー大会参加者募集
　氷川町サッカー協会では、新春ミニサッカー大会の
参加チームを募集します。

▼日　時　1月22日（日）8時30分開会

▼場　所　竜北グラウンド（小雨中止）

▼参加料　1チーム 2,000円（1日保険料含む）

▼申込方法
氷川町サッカー協会事務局（役場内）にて申込書を
お渡ししますので、必要事項をご記入の上、参加料
を添えて1月20日（金）までにお申し込みください。
※当日受け付けも行いますが、スポーツ保険の関係

上、人数の把握が必要となりますので、できるだ
け事前申込みをお願いします。

問 氷川町サッカー協会 事務局　田中大輔
　 ☎090-9077-4275

　「伝言板」は、町民の皆さま（個人・団体）が非営
利（宗教・政治・営業を除く）で行う文化・学習・ス
ポーツ・まちづくりなどのさまざまな活動の情報
を掲載するコーナーです。

■ 人口（前月比）　（平成28年12月1日現在）

男　性　5,781人　（   0）
女　性　6,581人　（  -1）

総　数 12,362人　　（  -1）
世帯数　4,524世帯　（   5）

※「ひとのうごき」への掲載を希望される人は、町民環境課または、宮原振興局総務振興課へ「掲載依頼書」を提出してください。  
     問 町民環境課 戸籍住民係　☎52-5851（直通）

ひとのうごき

11月30日現在 件　数 死　者 傷　者
熊本県内 5794 64 7481

氷川署管内 66 1 83
氷川町 35 1 48

11月30日現在 火　災 救　急
氷川町 4 352

■ 氷川町の火災・救急件数（Ｈ28年1月からの累計）

■ すこやかに

■ やすらかに

■ 熊本県内の交通事故件数・死傷者数（Ｈ28年1月からの累計）

10/28　梅
う め だ

田　愛
あ い こ

子　《博文・順子（中大野）》

11/10　上
うえむら

村　瑛
えいだい

代　《一宏・真由美（若洲）》

11/15　道
みちなが

永　大
だ い き

揮　《拡史・幸美（新村南）》

11/16　永
ながまつ

松　希
き こ

心　《慎太郎・成美（下宮）》

11/19　前
まえはし

橋　優
ゆ ま

舞　 《裕一・和美（東網道）》 

11/20　村
むらやま

山　花
か れ ん

恋　 《雄大・穂乃架（ 今 ）》 

11/28　作
さくむら

村　暁
あ き と

斗　 《春弥・友理（立　神）》 

11/  1  村上　カジ　（下　宮）
11/10  西村　勇　　（高　塚）
11/10  宗村　清　　（東上宮）
11/13  吉村アキミ 　（新　田）
11/15  森田　秀子　（立　神）
11/16  澤田　義信　（早尾南）
11/19  坂本ミサエ　（北野津）

11/20  一二三忠光　（桜ヶ丘）
11/21  松本　重継　（若　州）
11/21  田中マツミ　（　栫　）
11/24  一　美智子　（立　神）
11/27  本田　信雄　（本　山）
11/29  藤井　正則　（上鹿島）

皆さまの「ゆずります」「ゆずってください」情報をお受けしていますので、
希望される人は町民環境課（☎52-5851）までご連絡ください。
【ゆずってください】●常葉保育所　園児服　長袖（Ｌサイズ）

●宮原小学校　女子　制服・体操服（身長110cm～120cm）

RecycleRecycle

ReduceReduceReuse

情      報
不用品リサイクル

■ おしあわせに
11/14　宇田　将人（柳の江）・住田有希恵（八代市）
11/22　園田　恭司（北　川）・橋口　美佳（北　川）
11/22　今田　貴久（島　地）・森田　美久（益城町）

お詫びと訂正
　広報ひかわ12月号に掲載いたしました伝言板内の機
関名称に誤りがありました。関係者の皆さまには深くお
詫び申し上げ、改めてお知らせいたします。

誤）熊本県南環境体験協会
正）熊本県南観光体験協会
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日 1
月 2 　　宮原福祉センター特別開館　13：00～17：00

火 3 　　成人式　10:00～　文化センター

水 4
木 5
金 6
土 7 　　ふれあいスタディin氷川町

日 8 　　ふれあいスタディin氷川町

月 9 　　ふれあいスタディin氷川町

火 10
　　　　　町県民税（特徴分）口座振替日

　　　農業委員会総会　13：30～　氷川町役場大会議室

水 11
木 12
金 13 　　あいさつ運動一斉行動の日

土 14
日 15 　　　資源物分別収集　　出初式

月 16
火 17
水 18
木 19
金 20
土 21
日 22
月 23
火 24
水 25 　　　　　集合税ほか納期日・口座振替日　　　農地法申請締切

木 26
金 27
土 28

日 29
　　　やつしろTOMATOフェスタ　10:00～　「道の駅」竜北

　　 氷川町文化講演会　13:30～　竜北体育センター

月 30
　　　メンタルヘルス相談　14:00～17:00　健康センター

　　　心配ごと相談(要予約)　13:30～16:00　宮原福祉センター

火 31

子どもカレンダー

福祉センター休館日

休日在宅医

○母子健康手帳交付・健康相談
　毎週月曜　8:30～12:00　健康センター
○1歳児・1歳6ヶ月児健診（対象：H27.6～7月生・H28.1月生）
　10日（火）12:30～　健康センター
○4ヶ月・7ヶ月児健診（対象：H28.9月生・H28.6月生）
　24日（火）12:30～　健康センター
○5歳児健診
　【慈光保育園の年中児】
　　13日（金）12:30～　健康センター
　【東光幼稚園及び町外通園の年中児】
　　31日（火）12:30～　健康センター

♠竜北福祉センター
　1日・2日・3日・4日・10日・16日・23日・30日
♠宮原福祉センター
　1日・3日・8日・15日・22日・29日

1日

2日

3日

8日

9日

15日
　

22日
　

29日

武内外科胃腸科医院
和田内科医院
上村整形外科医院
緒方内科医院
黒田耳鼻咽喉科医院
保田医院
よかと整形外科リウマチクリニック
前田内科医院
荒木皮ふ科医院
尾田内科医院
井上医院
松本医院
松村眼科医院
伊藤医院
福田外科整形外科クリニック
名和小児クリニック

☎52-7811
☎52-1860
☎62-3377
☎62-2013
☎52-8787
☎52-0037
☎46-8110
☎52-1310
☎52-8777
☎52-8011
☎62-2121
☎52-0330
☎52-0131
☎52-8091
☎52-0840
☎52-7800

休
館
日

生

社

生

学

総

生

生

生
農振

農委

農委

社協

町環

健保

C a l e n d a r

出 税

出 税

※休日在宅医院は先生方の都合により変更になる場合があり
ます。確認をお願いします。

　八代郡医師会 ☎62-2212

休日救急歯科診療～急な歯の痛みに～
日曜日、祝祭日に急な歯の痛みなど緊急時の歯科治療を行います。
　◆場　所　八代歯科医師会口腔保健センター
　　　　　　（八代市上野町折口3591-14）
　◆時　間　10時～16時
  問 ☎31-8020

外科

外科

外科

外科

外科

外科

外科

外科

内科

内科

内科

内科

内科

内科

内科

内科
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はホームページでも見られます。

本紙は全ページ再生紙を使用しています。URL/http://www.hikawacyou.hinokuni-net.jp/
広報ひかわは環境保護印刷
「水なし印刷」で印刷しています。

このコーナーでは、お子さまの写真を紹介してくれる人を募集しています！

詳しくは氷川町ホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。

次回は2月生まれのアイドルたちを紹介します！（締切日：1月6日（金））

お問い合わせ先：氷川町役場　総務課　☎0965-52-7111

氷川町に住む1月で１歳になるアイドルをご紹介します！

お姉ちゃんお兄ちゃんに
愛されて、

元気いっぱいです♪

ジィちゃん、バァちゃん
いつもだっこしてくれて
ありがとう♪

翔ちゃん☆れなちゃん☆
じゅっちゃん☆これからも
たくさん遊んでね♪

いちご大好き！
にぃに、ねぇね達には
負けないよ♪

佐々木 百花ちゃん（町）
さ   さ    き もも  か

平成28年1月25日生まれ

お父さん：敏文さん
お母さん：治美さん

八島 莉子ちゃん（北野津）
や　しま り　 こ

平成28年1月3日生まれ

お父さん：新之介さん
お母さん：郁江 さん

和田 愛菜ちゃん（北野津）
わ　だ あい　な

平成28年1月3日生まれ

お父さん：昌孝さん
お母さん：瞳さん

元田 真翔くん（有佐）
もと　だ ま　なと

平成28年1月24日生まれ

お父さん：祐樹さん
お母さん：有紀子さん

　新年明けましておめでとうございます。4月に広報担当になり、町内のさまざまな行事やイベントに参加し、それらを支える皆さまと触れ合うこ

とができたことは多くの学びとなったと同時に、この魅力的な氷川町のことをもっと知り、広く周知できればと感じました。

　今年はよりわかりやすく住民の皆さまの為になる情報を、この広報誌を通じ発信していけるよう取り組んでいきたいと思いますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。（三枝）




